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　われわれは左右雨眼をもつおかげで，還近を

判籔し奥行を感ずることがてきる．異つた2黙

からとつた2枚の窺眞を實腫規Lた場合，雨眼

で見たと同じように逡近感が得られる．この原

理を感用Lたのが罵眞測貴であるが，この窟眞

測童が，どのような測澱技術上どんなcrPtをも

ぢ，どのような礁用聞があるか，について昭介

しよう，

1空中窩眞測量と地上寓眞測量のちがい

　室中窩眞測量は，飛行機その他の方法で察申から下向

きにうつした窩震を使つて測量し．地上窩眞測∫：は，旭

上のあろ黙から撮影した窟岐を使つて測量するという常

識的な匿別の外に，これの取扱いかたと利旧法の⊥か

ら，次のような大切なぎ異がある．

　ユ，室串窩輿は現在ぐは飛行機から撮影したものを用

いるが，安定な飛行ができ．また連い飛行機から鮮明な窩

眞をうつすには，飛行高度にあろ最低限度がある．折影

した窩眞の縮尺は，レンズの焦製i距灘が一定であれば，

飛行高度によつてきまるものであるから（第1団〉そ・O

縮尺を一驚以上に大ぎくすろことはでぎない．それで，

大縮尺の地圖を作るためには，ど5しても地上窩眞湿量

によらなければならない．

　2．飛行機で撮影する場合には，地上の舗に轡して，

撮彫鮎の位置，撮影方向を正確に知ることはでぎない．

しかし．地上窩眞測量では，撮影位置と撮影方向をいく

らでも精密に決定できる．このために，後の庭理が非常

に簡軍になろ．

　その他細かい黙で色々異るが，要するに，祷留な大き

い縮尺の地囲を作つたり，測定を非常に精密にするため

には，ど5しても地上窟眞によらなU『ればならない．わ
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　　　　　　　　　　第1岡
れわれの研究のm的もこの黙にあるので，これを用いろ．

ことによつて，測定の新しい分野が開かれるであろう．
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2窟眞を使つて物腫の位覆や高さを測る方法

　7枚¢實隆窟眞を使つて，位置や高さをきめる方法を

人別すると，次の3つになる．すなわち，（1）圖解酌に

求める方法cr〕計算による方法，（3）窩貫を使つて光

學的に實駿像を作り・これをes・tUlこよつて蓮績的に測定

して行く方法であろ・いずれの方法を用いるにしても，

撮彌の位置と高さ，使つた窟眞機レンズの焦髄灘な．

どの嶺影條件がわかつていなげればならない．

2．1団解的貝層1定法

　黙A・BからPを撮影した場合興えられた縮尺で，瓢

A・Bを圃面の上に定める．（第2國）衆に窟眞の撮影方応

卜
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　　　　　　　　　　第2圖

AL，　BMを定め，この線」：に，　AおよびBから焦融踵

ee　fに等しく，　C，　Dをとり，AL，　BMに直角に線X，

Yをひく．窟眞の縦の中心線をAL，　BM線に合せて各

窩眞のPの際PA，　PBからX，　Yに垂線を下ろし，そ

の交欝P！，P！を定め，　AP．．　BP，・を結ぶ直線が相交わる

勲ρを定めれば，これがPの圖面上の位置となる．P

a／A，またはBに封する高低差も，同様な考え方から

圃解自勺に定めることができる．

2．2計算にょる方法

　第3圖において，一鮎Aが1の富眞上にはal，　IIの

篇眞上にはa・に窟つていろものとする．いま，．Ila！を

Iaiに平『〒に引く．この場合dllai’a、aegAI・IIであるか

ら，

　　　　　　　　　　　　　　　　A

ここで

a2Cla’ ｵr　　　　al　C1

　絶　対　視　差

　　　第3圖
1’ @lr　・’a－o’あ＝yノ

III二撮影基線長＝B，　alta：＝A鮎の絶封規差＝P．t

とおげば

　　　Pa＝fB．．y　または　Y＝fB　Pg

またA鮎よりも，yだけ近い第2瓢Cに封しては，全

く同様にして　Pc＝fB，f（Y一ッ）となる．
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　したがつて，2瓢の観差の差をdpとすれば

　　　d＝＝Pc－P．1；アB，iY」yi’（Y一ツ）」ノ「By！Yl

となり，2瓢までの距離Y，距離の差Y－y（室中窩眞

の場合には標高差）は，2つの窟眞の硯差を測れば知る

ことができる．

　この場合，基線長と測定される瓢までの距離との割合

は，麟の位置を決定する上に大きい影響がある．7，COOm

離れた融を±1mの精度で測定するには，基線長はその

勲までの距離の1／20以上でなければならないことが，

上式から導ける．逆に，基線長が絵り長いと，2枚の窟

眞の共通部分が挾くなるので不経濟となる．それで普通

この比が1／4～1／20程度になるよう基線長を定める．

2．3精密製圏搬を用し、る方法

　自動製圖機とい5精密機械に一封の實睡窟虞をかけて

實膣纈測をしながら目動白勺に準面岡および等高線を描い

て行く方法である．この機械には種々のものがあるが，

魏在［i本にはStereQplanigraph　C　5　th；’1羅あるだけで

ある・〔第4圖）

第4岡

3貿騒窟眞灘置の精度

　地上篇眞測冨の精度は，測定方法によつて異るのは勿

論であるが，その外に，レンズの焦黙距離の正碑さ，基

線長およびその精度，窩眞標定の誤差iな．ビによつてもt．

がつてくる．窩眞の標定の正確藁を槍討するために三角

測量その他の方法で正確に決定された鮎が，豊面．1二に少

くとも2～3ある事が望ましい．それで，窩眞上で確認

でぎるような標識（第5圖）を立て，その位置と高さを

決定しておくのがよい．

　圖解法による場合，上述の標識を利用することによつ
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　　　　　　　　　　第5岡

て，撮影方向の規正もできる．圓面上で2鮎を見分け得

る限度はG．2mmとされているが岡上の0．2～05　mm程

度の誤差で，貼の位置を決定することはそれ程困難では

ない．

　前記の製圓器械Stereeplanigraph　C　5では，3っ．O

ハソドルを廻すことによつて，任意の舳の空間座標を定

めることができる．岡を連績して描くための鉗筆は，ハ

ンドルの廻榑にともなつて動き，その移動量はO．Olrnm

まで綴みとることができる．歯車の組合せを色々にかえ

ると，本膿と鈷筆の動きの比挙を1／10から10倍まで

の問に33段に切換えられろ．それで近接した窩眞を利

用すろと，0．01mm程度の精密測定がでぎるので，今後

の測定按術に使用される範圏が廣いであろ5．

　地上窩眞では，畳面中の近い所では綿尺が人きいが，

遠くなるにしたがつて小さく縮尺されている．それで，こ

の窟眞を使つて作団する場合には．遠近の差によつく得

られる梼窒が異るわけである．今までの維験からlt1，000

縮尺の闘を猫いたとき，精密な三角測量の結果と比較す

ると弐のような誤差が出た．これらの誤差は，實距離、二

直して書き表わしたものであろ．

黒占名

123

横力向・つ濃差

　0．03n、　　　　　　　O．07　m

　O．OI　　　　　　　　O．18

・…　｝…4

縦方向の渓差　　高さり誤差

0．03皿

0，02

0．03

革均 0．02m O．10皿 e．03m

從つて，これが1il，000縮尺の圃に用いられた場舎には

圖面上では誤差はあらわれない．

4地上鋸眞測量によるダム地勲の測量

ダムを遭るには，一般に河の雨岸が迫つてしかも屹立
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している所が適當である．このよ5な所を大縮尺で精密

な測量をする享は，普通の方法ではほとんど不可能であ

るか，またできても莫大な勢力と時間を要し，また非智

な危瞼をおかさなければならない．ところが地上官眞測

量はこの瓢最も都合がよいので，廣く利用して大いに効

果をあげることができる．

　著者等は，建設省の依親によつて地理調査所と共同で

天ee］II佐久間地黙で2kmの匝間にわたつて地上窟箕に

よる測量を實施した．（第6圃）その詳細な計甕や實施方

第6囲　天龍川〆ム地貼の地上窮眞の一例

法についての械討は別の機會にゆずり，ここでは，超齊

的な面から，天龍TIiの測量の例をながめてみよう．目的

，とする地圃は1／510または1／1，000の縮尺であるが，こ

のよ5な大縮尺の測量を地上窩眞で行つたのは初めてで

あるために，研究途上の無駄も多く，また，直接の目的

には必票でないことも研究のために相當行つたので，こ

こで逃べる寳料はかなり安至側iこあるものである．

　外業　10月下旬～11月上旬

　　技術者の延人員工18人（雨天2日孚を含む）

　　人夫の延人員　93・5人（準備，片付のrlを含む、

要した費用　　按術員入件費

　　　　　　乾　板　代

　　　　　　窟眞材料費

　　　　　　人　夫　代

　　　　　　其　の　他

47，LOO圓

12，072

5，062

25，925

27，550

　　　　　　　　含計117，809．圓
これは作漿中に要した全費用であるが，この資料からわ

かることは，普通の方法による測量に比べて，非常に少

い鰹費でできることである．このような蜥崖絶壁を窩眞

測量で得られるよ5な精愛で測量しようとすれば，普通

1人Je　：1人の怪我人は貿吾しなければならない．その補

償費だけで地上罵眞測量の至費用が出るのではないだろ

うか、

　この程度の圓化作業は，2人で交替にやれば約2週間

もあれば十分である．

　窟藁測量によつてえがかれた地囮は晋通の地圃とくら

べて非常にちがつた感じをあたえる．それは，窩眞測量
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によつ℃描かれた等高線は，同じ標高の融を極めて正確

にたどるので，非常に屈折の多いごつごつした線となる

eとである．しかし，普通の測量では，重要な融を選ん

・で位置や高さを決定し，その間は適當に目分量で曲線を

描くので，なめらかな曲線となり岩のrtつ一つが圖面の

上に出てくる窩眞測量の圖面に比べて非常にスマ”トな

圖になるのである．

　また，1度窩箕を撮影しておけぼ，あとで任意の縮尺の

薗をこれから作ることができるし譜通の測量でよくお

こち測量もれや不朗確な殿の再調査は，ほとんどやらず

にすむことなども，窟眞測量のもつ大きな利融であろ5．

5農地の薗積の測定

　日本の土地毫帳は明治初年につくられたもので，その

當時の測量技衛や駐會情勢から考えても，その測定がい

かにお粗末なものであるかは想像にかたくない・・ところ

　　　　　　　　　　りが，土地費源の利用，食糧勤策などの問題ボおこつて，

土地の再調査を必要とするよ5になつてきた．しかし，

從來の測量方法では，．非常な螢力と日藪をかけなければ

徹底的な土地調査は望めない．こ』で誰もボ窟箕測量の

利用を考える．

航塞窟嘆を用いて耕地圖を作る方法は，非常に有利な

方法であるが，前にものべたよ5に航室窟眞から地圖を

精密に作るには，その縮尺には限度がある．今日，蓮合

軍の好意による航塵窟虞を使つても，圖化し得る縮尺は

1／5，000位である．

　また，地上窟虞測量では，周團に小高い適當な丘があ

り，貝晴しのきく所では非常に都合がよいが，あまり李

坦な所では，たS“三脚に窩虞機をのせて撮影したのでは

1枚1枚の田畑を描くことは不可能である・しかし，亭

坦な場所でも，電柱，濁立樹，その他の目標物は，地上

窩翼測量で非常に精密に簡軍にその位置を定めることが

できる．

　航室窟虞から高い精度の地圖を作るには，窩虞の申に

なるべく多くの目標物があつて，それらの位置や高さが

正確にきまつていることが墓ましい．これを地上窟虞測

量で補うと，航室窟眞の利用が非常に廣くなつてくる．

　要するに，農地の調査をするゐに，航室窟虞と地上窩

薦とを組合して利用することが，脛濟的にも，時間的に

も非常に有利な方法となるであろう．

　著者は，千葉縣検見川町附近約20町歩にわたる耕地

圖を作るのに・地上窩虞を利用して測量して，航室寵翼

から求めた場合および普通の亭板測量によつた場合と比

較した・撮影基線は7，用いた乾板2ダース絵である．

　地上窟虞から圖解法によつて求めた場合は，弔板測量

に眼鏡つきアリダートを使つた場合の精度に匹敵すると‘

考えればよいであろう．機械的に慮理するとさらに精度

が上がることはい5までもない．　　　　　　　、

費
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1作羅人員／’内籍讃阿「評

地上爲眞測量 17人
10人（圖解法）

U人（機械による揚合）

27人

Q3人

普通の測量　　■ 5人 生5人

ノ

測定された面積の1例（軍位m2）

埴上篇眞を用いて圏ムルチプレツクスを諸種の修正を施し彊

解灘・つた艶撫雛窟勲圖幽野嘱雛ら

（イ） 7β0（｝ 7，600 7，200

（ロ） 7，000 7，600 7，000，

（ハ） 10，000 10，100 48，700

（二） 12，300 12，000 9，800

（ホ） 14，500 14，200 10，920

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘへ　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／

　土地調査は，その所有者にとつては非常に大きい問題

であるので，個々の田畑について直接の交渉をもたずにy’t

測量できることは，この種の測量の大きい特色となるで

あろう．

　6今市地鍵の紬とりの測定

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
　今度の今市地震は家屋の被害は非常に少いが，山崩れ

地たりの多い事が大きい特色である．今まで，地たりゃ

山崩れを量的に測定した資料はまだないよ5である．特

に，今度今市におこつた地£りには2種類あつて，一つ

は急磯面の山崩れ，いま一つは緩傾器面の地£りであつ

て，爾者でその機構が異つており，これを量的な測定を

すれば，これらの現象を研究するのに非常に役立つと思

われる．地震研究所の依頼で，地上窟虞測量で山崩れの

測量を行つた．そして，地震煎の航室窩翼から作つた地

圖と比較して，その機構を調べた．

　最近，地iヒりが各所に頻㍗とおこつているので，これ

らの調査に役立つであろう．

　7地上窺眞測fiの憲用分野

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蝋
　地上窩翼測量の原理1］　，たS“土地の測量にだけ懸用さ

れるものではない．前述のように近接撮影した窟翼を用

いれば，精密な測定ができることを利用すれば，色々な．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　s’　㌧
利用面がひらけてくる．例えば

’洪水流の灘定

水理實賑｛二おける精密測定、

　水面の測定th：　O．01mmまで精密にはかれたら非常に實

　験に役立つであろう

蒙屋，彫刻などの精密測定　　　　　　　　　　　　　’　駄

盤墨方面への利用

　レソトゲソ窟眞の實膣醗測　　　‘

煙，帽などの測定　　　　　　，　　　　　　　　　　1

波，ヨットの帆のはらみなどの測定

など慮用薗はきわめて慶い．（1950。　3．・8）
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